
め

な

ど

か

な

り

沢

山

の

を

や

り

ま

し

た

た

め
に
r

大
体
当
初
の
倍
額
r

一
億
円

前
後
が
最
終
の
領
に
な
っ
て
担
り
注

す。

5. 5 

計

， 

2, 3 1 1 
． 

1 7 • •7 
4 2 5 

•‘ 

5 0 0 

3, 0 0 0 

8 2 0 

9 0 0 
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町
の
台
を
ま
か
な
一
収
入
を
見
古
す
と
、
地
方
交
付
税

ぃ

、

次

に

渇

げ

る

表

の

一

（

国

か

ら

配

分

さ

れ

る

金

）

が

半

分

と

茶

を

し

め

、

つ

い

で

町

税

が

一

―

-
0笏
に

こ
の
予
算
は
、
町
が
、
町
と
し
て
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
税
の

の
活
動
を
し
て
行
く
上
に
、
こ
れ
だ
中
に
は
発
電
所
や
ダ
ム
等
の

け
は
な
く
て
は
な
ら
た
い
、
基
礎
的
大
口
が
互

0
0
万
円
程
あ
り

な

金

額

で

、

い

ま

す

。

ま

す

0

要
す
る
に
、
地
方
交

こ

の

上

に

付

税

を

は

じ

め

国

や

、

県

の

が
追
加
さ
S

補
助
や
交
付
金
r

国
か
ら
の

そ

の

追

加

惜

入

金

等

が

確

保

さ

れ

な

い

業

の

多

少

、

と

、

こ

の

台

所

の

日

常

経

費

あ
り
ま
す
0

は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
が
出
来

な
い
程
、
町
自
身
の
財
力
は

弱
い
こ
と
が
わ
か
り
古
す
。

支
出
で
す
が
、
教
育
費
が

岐
高
で
二
西
嗚
、
つ
い
で
公

債
費
が
ニ
―
倍
に
な
っ
て
い

ま

す

。

こ

れ

は

や

ヘ

5百万 1千万 1千 5百万

-
1「
-
「
戸
―
-
―
-
「
一
―
ニ
-
―
―
＿
―
_
ー
一
ー
＿
―
―
-
＿
―

-
i―

_
―
―
_
-
―
_
—

5百万

な
ど
の
建
設
の
た
め
r

国
か
ら
借
り
入
れ
た

r

起
債
の
年
〗

償
還
金
ゃ
一
時
借
入
金
の
利
子
な
ど

で
あ
り
ま
す
。

次
は
総
務
費
で
す
が
、
こ
れ
は
他
の

経
費
に
含
ま
れ
た
い
、
本
当
の
意
味

の
役
場
の
経
費
で
す
0

以
下
ご
ら
ん

の
と
お
り
で
す
が
、
民
生
費
と
か
農

林
水
産
費
、
又
は
土
木
費
な
ど
は
、

国
や
県
の
浦
助
事
業
と
か
町
独
自
の

事
業
が
決
定
し
牙
追
加
し
て
行
く
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
予
算
の
砥
か
に
r

国
民
健
康

保
険
、
水
道
、
給
食
セ
ン
ク
ー
な
ど

の
特
別
会
計
を
も
っ
て
森
り
ま

五
日
は
何
の
日
か
御
存
知
で

す
か
？
「
犯
罪

0
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
は
皆
さ
ん
が
大
切
な
財
産
を

失
わ
れ
た
り
、
被
害
に
か
か
り
不
愉

快
な
思
い
を
す
る
犯
罪
や
迷
惑
行
ュ

を
一
件
で
も
少
く
し
て
、
明
る

<
d

み
よ
い
町
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
f

け
ら
れ
た
日
で
す
。

警
察
は
町
か
ら
こ
の
よ
う
な
犯
罪
{

防

ぐ

た

め

に

努

い

が

、

「
犯
罪
0

の
日
」

ロ
昭

和

八

三

月

一

日

か

ら

三

九
年
一
月
三
十
一
日
の
間
に
生
れ
た

乳
幼
児
に
対
し
て
小
児
ま
ひ
生
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
を
行
い
ま
す
。

生
ワ
ク
投
与
日
程
次
の
通
り

5
月

26
日
午
後

2
時
t

2
時

3
分

予
子
林
小
学
校

5
月

7
日
午
后

2
時
ー

2
時

3
分

、

2

正
山
小
学
校

5
月

28
日
午
后

2
時
ー

2
時
汀
分

岩
谷
小
学
校

5
月

29
日
午
后

2
時
ー

2
時
汀
分

大
谷
小
学
校

2
時
ー

2
時

3
分

肱
川
町
役
場のて

※
去
る

他
で
受
け
て
な
い
人
は

下
さ
い
。

崇
今
度
投
与
す
る
の
も

1
2

で

す

が

二

回

の

注

な

い

と

が

あ

り

主
せ
ん
。 。

5
 

5
月 ポ

リ
オ

に
つ
い
て

ワ
ク

ン

花
は
皆

要
で
す
。

を
払
っ

に
か
か
っ
□
 

鹿
野
川
、
大
洲

高
校
肱
川
分
校

宇
和
川
集
会
所

6
月

9

5
月

2
日
午
后
ー

8
 

5
月

日

午

后

2
 

受
け
て
下
さ
い

結
核
健
康
診
断

昭

和

の

結

核

レ

ン

ト

ゲ

ン
険
診
を
次
の
程
に
よ
り
実
施
し

ま
す
0

満
六
オ
以
上
全
員
が
毎
年
一

度
こ
の
検
診
を
受
i

こ
と
に
な
っ

て
汰
り
ま
す
の
で
r

せ
て
是

非
受
け
て
下
さ
い
。

7
 

5
月

日

午

后

2
 

の
お
知
ら
せ

さょ
△ △といさんり
きたんの一
にだ自協層
はき身力の
ヽ



力

又
給
が
始
ま
っ

よ
り
よ
い

さ
せ
る
た
め
、
一
＼
身

｝ 

◎

年

金

の

お

す

す

め

あ
な
た
は
国
民
年
金
を
ご
存
じ
で

す
か
？
あ
た
た
は
、
国
民
年
金
に
は

い
っ
て
い
ま
す
か
？
会
社
に
励
め
て

い
る
人
に
は
厚
生
年
金
、
学
校
の
先

生
や
、
役
場
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人

に
は
共
済
組
合
が
あ
り
ま
す
。
国
民

年
金
も
こ
れ
と
同
じ
も
の
で
す
。

農
菜
や
漁
業
、
商
業
な
ど
を
し
て

い
る
人
の
た
め
の
年
金
な
の
で
す
。

貯
金
は
急
に
お
金
が
い
る
と
き
に

備
え
る
も
の
で
す
が
、
国
民
年
金
は

長
い
人
生
の
中
で
不
時
の
障
害
に
備

え
、
老
後
の
生
活
安
定
を
は
か
る
た

め
に
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
制
度

で
す
。

社
会
保
障
制
度
の

し
て
、
み
ん
な
が
連
帯
し
て
生

活
の
不
安
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
国
民
年
金
に
は
、
二

0
オ

以
上
六

0
オ
未
満
の
人
で
庫
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
、
す
ぺ
て
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
の
配
偶
者
は
、
任
意

に

加

入

で

き

る

。

て

保
険
料
は
、
二
〇
オ
か
ら
三
五
オ

ま
で
は
月
一

0
0円
、
三
五
オ
以
後

は
月
一
五

0
円

で

す

。

'

一
月
た
ば
こ
一
本
の
節
約
で
六
つ

が
あ
な
た
の
生
活
を
ま
も
る

金

く
と
、
そ

滅
し
て
し
ま
う
か
ら
i

立
て
は

定
な
ど
の
9

た

日
の
翌
日
か
ら
ー
カ
月
以
内
に
、

に

を

ま
た
、
今
年
の
十
一
月
一
日
に
時

効
が
完
成
し
た
い
に
し
て
も
、
年
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
は

そ
の
日
か
ら
時
効
が
進
ん
で
行
く
の

で
、
七
〇
オ
に
な
っ
た
お
年
寄
り
や

障
害
の
年
金
、
母
子
の
年
金
、
遺
児

の
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
か
た
は

一
月
も
早
く
役
場
匹
こ
相
談
く
だ
さ

い
0

.

◎
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
は
、

は
や
く

し
よ
う
。

◎
福
祉
年
金
受
給
櫂
者
へ
”
~

老
令
福
祉
年
金
、
障
害
福

又
は
、
母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
、
五
月
六
日
か
ら
五
月
期
分

の
支
払
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
か
ら

す
ぐ
に
受
頷
し
て
下
さ
い
。

五

月

期

分

の

支

払

を

受

け

た

ら

証

の

人

と

か

、

収

入

書
を
没
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
0

が
少
な
い
人
や
、
病
気
や
災
害
な
ど

又
、
前
年
分
の
所
得
状
況
届
を
提
出
の
た
め
＇
、
保
険
科
を
納
め
る
こ
と
が

し
な
け
れ
ば
九
月
期
分
以
降
の
年
金
困
誰
な
人
は
、
免
除
の
申
請
を
す
る

が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
必
ず
印
錯
を
こ
と
が
で
き
る
0

免
除
の
手
続
き
し

持

参

し

て

下

さ

い

。

な

い

で

、

か

け

金

を

一

月

分

で

も

未

◎
福
祉
年
金
の
裁
定
請
求
は
す
み
ま
納
す
る
と
、
も
し
、
病
気
や
け
が
で

し

た

か

？

か

ら

だ

が

不

自

由

に

な

っ

た

り

、

夫

ぉ
宅
ゃ
ご
近
所
の
七

0
オ
以
上
の
と
死
別
し
て
母
子
世
帯
に
な
っ
て
も

お
年
寄
り
は
老
令
福
祉
年
金
を
受
け
障
害
年
金
や
、
母
子
年
金
な
ど
を
受

て
い
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
0

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

老
令
福
祉
年
金
は
、
昭
和
三
十
四
注
た
r

保
険
料
を
か
け
る
か
た
は
、

年
十
一
月
一
日
か
ら
灌
七
〇
オ
以
上
不
幸
な
事
故
に
あ
っ
て
も
、
い
つ
で

の
お
年
寄
り
に
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
も
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

明
治
二
十
二
年
十
一
月
一
日
以
前
に
油
く
た
め
に
、
七
月
、
十
月
、
一
月

生
れ
た
方
（
今
年
十
一
月
一
日
に
は
四
月
の
納
期
ま
で
に
は
、
必
ず
保
険

七
五
オ
を
こ
え
る
老
人
）
は
十
月
末
科
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
で
に
「
老
令
福
祉
年
金
裁
定
請
求

書
」
を
役
場
へ
出
さ
な
い
と
、
も
ら

え
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
0

.

か
ら
だ
の
不
自
由
な
か
た
の
障
害

福

ご

人

を

な

く

さ

れ
な
い
子
供
が
あ

れ
て
い
る
。
◎

の
あ
る
と
き

き
な
い
と
き

国

民

年

金

は

私

た

ち

の

恩

給

侶

九

談
所
は
次
の
所
に
あ
り
ま

松
山
市
瓦
堀
端
町
松
山

協
議
団
松
山
支
部

内

,

．

税

金

の

こ

と

で

あ

る

方

、

相

談

し

た

い

方

に

税

務

相

談
所
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

,
．
税
務
相
談
所
は
、
税
法
や
申
告
r

申
請
の
手
続
き
な
ど
で
お
わ
か
り

に
な
ら
な
い
こ
と
は
な
ん
で
も
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

！
相
談
は
一
切
無
料
で
す
。

経
験
の
深
い
協
議
官
が
あ
た
り
、

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ

決
し

り・

「
税 知

か

通
知
を
う
け
た
日
の
翌
日
か
ら
一

カ
月
以
内
に
国
税
局
長
に
「
審
査

・
請
求
書
」
を
出
し
ま
す
。

◎
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
協

璽
目
が
調
査
し
て
合
議
の

9
え
、

公
平
に
判
定
し
ま
す
。

日 料 日 料

，玉ねぎ 1 6 ，こんぶ，こんにゃく，豆フ

1 8 揚魚と野菜ソテー ，キャペッ，もやし

1 9 中華そ

すまし汁

ば

，煮干

，油，人Bi,しいたけ，もやし
＼ 
＼ 

，油，キャベッ，しじゃが芋，人£

5
-
6
 

2

2

 

五 目 煮

やきそば

わかめ味噌汁
ココール

そば，油，豚肉，人菜，玉ねぎ，ソーセージ

わかめ，豆フ、 ，天プラ，油揚，味噌

き ゃ き 牛肉，もやし，～屯ねぎ，人歩，豆フ


